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研究概要
全固体イオン二次電池のセパレーターである固体イオン伝導体は、結晶粒界や非晶質転移によ
る伝導率低下を示すため、高温での焼成プロセスを必要とする。研究代表者らは、2019 年に水
和カリウムイオンを移動種する金属錯体系のカリウム超イオン伝導体	「K-NCIS」	を発見した。
K-NCIS は、室温で加圧すると、結晶相から非晶質相へ転移するものの、結晶粒界が消失し結晶
相と同じイオン伝導率を示すことが明らかになっている。このK-NCISの特異な性質は、圧力印
加による非晶質転移の際に局所構造が維持された、ガラス様の超秩序構造へと非可逆変化したと
仮定すると矛盾なく説明される。本研究では、ⅰK-NCIS ペレットにおける非晶質構造を確定
し、ⅱ「加圧により超秩序構造を発現する分子性結晶の設計指針」を提唱、実証する。本研究計
画が達成されれば、固体機能を損なうことなく圧着あるいは圧縮成型できる固体伝導材料が設計
可能になり、高温に弱い有機系材料を利用した高性能二次電池の開発や、新しい熱電変換材料へ
のブレイクスルーが期待される。
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